
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国指定重要無形民俗文化財 八女福島の燈籠人形 芸題 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈唄
うた

・囃子方
はやしかた

〉 

物語を語る唄、情景を演

出する三味線、場面にい

ろどりを添える鼓など。

仕切り太鼓の絶妙な間

合いに合わせて、それぞ

れが掛け合うお囃子が

聴きどころです。人形の

動きに合わせて進める

ので、生演奏でおこない

ます。 

〈 狂
きょう

言方
げんかた

〉 

人形の遣い手と囃子方

の呼吸を合わせるのが

狂言方です。舞台上下層

でお互いが見えないな

かでも狂言方の拍子木

で間合いを整える大事

な役割です。 

〈横遣
よこづか

い〉 

左右それぞれ 6 人で動かします。舞台袖の離れ

た所から、こまやかな操作をするのはとても難

しい技です。なかでも人形が左右の橋を渡る

「送り渡し」は横遣いの見せどころ。左右の横

遣いの息の合った操作にご注目！ 

〈下遣
したづか

い〉 

舞台の下から 6 人で一体の人形を動かします。 
見上げて操作するので体力いりますよぉ～！ 

〈後見役
こうけんやく

〉 

子どもたちが交代で舞台脇から人形

の動きを見守ります。 
かつては人形の衣裳を直したり、舞台

上の手助けをするのが役割でした。 

☜ 静
しずか

御前
ご ぜ ん

（横遣い人形） 

義経の恋人で、初音の鼓を

預かっている。忠信と共に

義経のもとへ向かう。 

☜ 狐
きつね

忠信
ただのぶ

（下遣い人形） 

義経の家来（忠信）に化けた狐。

初音の鼓は親の皮が張られてお

り、親を慕って鼓を預かる静御

前を守り役として助ける。 

☜ 源
みなもとの

九
く

郎
ろう

義
よし

経
つね

（飾り人形）※舞台左側で動きません 
源氏の大将、源頼朝の弟。兄への忠義から初音の鼓を

静御前に預けているが、頼朝の兵に追われている。 

☜ 鼓
つづみ

の藤
とう

太
た

 

（下遣い人形） 
義経を追っていて、

初音の鼓を奪おう

とねらっている。 

☜ 腰元
こしもと

 

（横遣い人形） 
静御前の付き人 

今年の芸題は歌舞伎でも大人気の演目

『義経千本桜』をもとにしたお話です。 

舞台に出演する人形のお役どころは・・・？ 

舞台内部はどうなっているの・・・? 

 

初音の鼓とは…？ 

その昔、大和の国の千年生きながらえて

いるという雌狐と雄狐の生皮をはいで

作った鼓を打つとたちまち雨が降り出

したという伝説の鼓です。 

 

八女福島燈籠人形 

「吉野山狐忠信初音之鼓」 
 

〈衣裳方
いしょうかた

〉 

衣裳の早変わり「素抜き」など、

人形の衣裳は次々と変化にと

んでいます。人形の衣裳や髪な

どを整えるお世話役です。 

狐は狐でも、昨年の芸題『玉藻之
た ま も の

前
まえ

』

に出てくる 九
きゅう

尾
び

の狐とは違って、と

ても親思いで、鼓の皮に使われた両

親を慕って、鼓を預かる静御前を追

手から守るやさしい狐です。 

 


